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目 的　 本 研 究 室 にお け る 寝 室 の温 熟 環 境 と睡 眠 に関 す る 既往 の研 究 結 果 か ら ，一 夜 の う ち

で 深 い 睡 眠 が 得 ら れて い る と きに は ， 各 部 位 の皮 膚 温 の 差 が 比較 的 小 さ い とい う 結 果 が 得

ら れて い る 。一 般 に 夏 季 は 高 温 高湿で 寝 苦し く ， 冬 季 は 寒さ で 足 が 冷え て 寝つ きが 悪 い こ

と が 知 ら れて い るが ， 本 研究 で は 夏 季 と 冬 季に お い て 環 境 条 件を 調 整し ， 比 較的 質 の よ い

睡 眠 を 得 て い ると 考 え ら れ る 秋季 と と も に 睡眠 経 過 と 皮 膚 温を 測 定 し ， 比 較 す るこ と に よ

っ て 快 適 な睡 眠 が 得 ら れ る条 件 を 検 証 す る。

方 法　 実 験 条件 は 環 境 調 節室 に お い て夏 季2T.  5プC 50 %. 秋 季18 ～20  °C 50 %  , 冬 季11 ～13 °Ｃ

60 ％ に 調 整し， ベ ーツド を 使用 ， 夏 季 は 綿 の 半 袖， 短 パ ン， タ オル ケ ット ， 秋 季は 長 袖,  長

ズ ボ ン の 綿 パ ジ ャマ， 掛け 布 団， 冬 季 は 厚手 の 綿 パ ジ ャ マ， 肌 布 団， 掛 け 布団， 電 気 敷毛

布 通 電 ま た は非 通 電を 用い た 。 被 験 者 は 青年 女 子 ３ 名 ，各 条 件 ２ 例 ずつ の 計24 例 測 定し ，

測 定 項 目 は 寝床 内 温 湿 度 ，生 理 反 応 とし て 皮 膚 温12 点 ， 直腸 温， 脳 波,    呼 吸 数， 心 拍 数，

眼 球 運 動， 筋 電， 体 動 ，心 理 反 応 とし て 睡 眠 満 足 度 等で あ る 。 実 験 開始 時刻 は. 23　： ００～

24 ： ００とし 原 則 と して 自然 覚 醒 時 まで と し た 。

_結 果　 夏 季は 秋 季 より も わず か に 深 睡眠 に 至 る 時 間が 長 いI｡I平 均 睡 眠 深 度|は ， 秋 季 に おい

て 一 般 に 深い 傾 向 が 認 めら れ た 。 各 条件･下 に お け る皮 膚 温 の 挙 動 は， 入 眠 と と も に皮 膚 温

が 上 昇 す るか， 秋 冬 季で は 入 床 時 に 低い 温 度を 示 す大 腿 部， 足 指 にお い て そ れ が 顕 著で あ

り ， 逆 に 額の 皮 膚 温 は 低下 し て.    各 部 位 の 皮 膚 温 の 差が 小 さ く な る こと が 認 め ら れ た 。 ま

た， 各 条 件を 通 じ て 最 深眠 期 に は 足 指の 皮 膚 温 が3 5°C前 後 に 上 昇 す るこ と も明 ら かと な っ

た 。 今後 更 に， 直 腸温 や 心 拍 等 の変 化 な ど と 併 せて， 質 の よ い 眠り が 得 ら れ る 条 件に つ い

て 検討 を 行 う 。

E  4　　　 積 雪 地 域 に お け る 木 造 住 宅 の 結 露 防 止に 関 す る 研 究（ 第1 報 ）

一 冬 季 の 住 み 方 と 結 露 の 実態 一

新 潟 大 教 育　　 五 十嵐　由 利 子

＜ 目 的 ＞　 積 雪 地 域で あ る 新 潟 県 で は、 冬 季 の 結 露 被 害 を 訴 え る 住 宅 が 近 年 増 加 し て き て

い る。 こ の 背 景 とし て 冬 季 に お け る 快適 な 居 住 環 境 の需 要 お よ び 推 進 に 伴 う 住 宅 の 断熱 ・

気 密 性 能 の 向 上 と、 暖 房 方 式 を はじ め と す る 住 生 活 上 の 問 題 が 考 え ら れ る。 結 露 防 止 に は、

実 生 活 を ふ まえ た 対 策 を 提 案 す る 必要 が あ る と 考 え る。 本 研 究 は、 最 近 建 築さ れ た住 宅 の

実 態 調査 か ら、 住生 活 上 の 問 題 点、 構 造設 計 上 の 問 題点 を 捉 え、 実 態 に 即 し た 結 露 防 止 策

を 提案 する 指針 を 得 る こ と を 目 的 し てい る。 本 報 告 で は、 冬 季 の 住 み 方 と 結 露 発 生 状況 等

に つ い て の アン ケ ート 調 査 結 果 から、 結 露 の 要 因 を 分析 し た。

＜ 方 法 ＞　 新 潟 市 及 び 長 岡 市 で19  8 5年 以 降 開 発 さ れ た住 宅 地 域 の 戸 建 て 木 造 住 宅 を 調 査

対 象 とし た。 調 査 用 紙 は 住 宅 の 構 造、 平 面 計 画、 冬 季の 生 活 様 式 ・ 結 露 発 生 状 況 な ど の 項

目 によ り 構 成し た。I  9 S 1年 ７月~   8月 に 実施 し、 ■? 9戸 よ り 回 答を 得 た（ 回 収 率日 。8%    ）。

＜ 結果 ＞　 川 断 熱 材 の 厚 さ は5  011 と1  00皿Ｉが 多 く、 ４ 割 の住 戸 で 複 層 ガ ラ ス や 二 重 窓 を 取 り

入 れ てい た。2) 結 露 の 発 生 状 況 か ら「 ほ と ん ど な しi  N、 軽 度：Ｌ、 重 度I  H 」 の ３ 段 階 に 分

け た。N 段 階 が6,3 ％、L  段 階 が3  4.2 ％、 Ｈ 段 階 がS  S , 5 ％ で あ っ た。3) 外 壁 の 断 熱 材50i 皿と

1 OOm の Ｈ 段階 は47  ％ と Ｈ ％で、5  Om の 方 が 多 か っ た。 結 露 発 生 場 所 につ い て は、5  0皿1は 暖

房 室（ 開 放 型 暖 房 器 具 の 使 用 が 多 い ）の 各 部 に、 一 方、1  OOai の 方 は 非 暖 房 室 で の 結 露 発 生

の 傾向 が 見 ら れ た。　 ０ 二 重 窓 や 複 層ガ ラ ス を 取り 入 れ て い る 住 戸 に もＨ 段 階 が 半 数以 上 あ

っ たが、 結 露 発 生 箇 所 は 一 重 窓 の 所 で、 二 重 や 複層 の 所 の 発’生 は 少 な か っ た。　5) 開 放型 暖

房 器 具を 長 時 間 使 用し て い る 住 戸 と、 密 閉 型 の 短 時 間 使用 にＨ 段 階 が 多 く み ら れ た。
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